




ば，干潟再生により地元の主要産業であるアオノリ養殖

にも貢献でき，さらに干潟再生への機運が高まると期待

できる．試験は地元ノリ養殖業者の指導の下，住民の方

々も参画して平成23年11月12日に実施した．その結果，

アオノリは良好に生育し，1 ヶ月後には約 800ｇの良好な

アオノリを採取でき，再生干潟でのアオノリ養殖の可能

性が示された．採取したアオノリは，協力していただい

た地元住民の方々を中心に配布した． 

◆5/21  干潟観察会 横山ビジターセンター(VC) 

     （対象：志摩市民 25 名） 

◆9/10  干潟観察会 横山 VC，志摩市 

     （対象 志摩市民 25 名） 

◆11/12 干潟再生体験 志摩自然学校，三重大 

  学，志摩市 （対象：一般市民 25 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5． 地元漁業者によるアオノリ養殖の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6． アオノリ養殖体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7． 再生干潟から採取できたアオノリ 

 

４．今後の予定 

今後は，石淵干潟再生海域において海水導入を継続し，

再生活動を実施する。並行して，定期的に調査を行うことによ

り，海水導入による干潟再生効果を評価していく。また，アサ

リ放流や環境学習会，指導者育成講座等の再生活動は，

事業終了後の主体の移動も視野に入れ，地元住民や地元

の協力機関と連携しながら協働実施する。来年度は最終

年度のため，関係行政部局と合意形成ができた干潟再生

を実施するための手続き等についてマニュアル化し，事

業終了後の再生活動の継続、発展に役立てて行く予定で

ある． 

 


